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学校評価の意味 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価に係る評価者及び評価のねらい  

 〇教 職 員：学校の教育目標や指導の重点の達成を念頭に置き、校長が示す学校経営方

針（年度当初の自己評価シート等）に沿って教育活動及び自らの教育指導

の在り方について評価し、達成状況を把握するとともに成果と課題を明確

にし、必要に応じ次年度に向けて具体的な改善策を講じる。 

 〇児童生徒：自らを振り返らせ、学校生活に対する姿勢の改善につなげるとともに、教員

の学習指導等についても振り返らせ、授業を含む教育活動の改善に役立てる。 

 〇保 護 者：連携協力した学校づくりを進めるため、学校運営や教職員の指導、児童生徒

の学習状況や生活状況についての意見に積極的に耳を傾け、組織的に受け止

め、学校全体として教育活動の工夫改善に努める。  

 

 

教育の質の保証・向上 

評価結果に応じて、
学校に対する条件
整備や支援等の必
要な措置を講じる
ことにより、一定水
準の教育の質を保
証し、向上を図る。 

学校運営の改善 

目指すべき成果とそ
れに向けた取組につ
いて、目標を設定し、
その達成状況を把握・
整理し、取組の適切さ
を検証することによ
り、組織的・継続的に
学校運営を改善する。 

信頼される 
開かれた学校づくり 

自己評価・外部評価
の実施と結果の説
明・公表により、学
校運営に対する理解
と参画、協力を得て、
信頼される開かれた
学校づくりを進め
る。 

教育活動の改善 

教職員の意識改革 

保護者（関係機関

職員）や地域住民

の学校への協力 

教育委員会による

支援の充実 

≪資料≫  

≪全教職員の思いのベクトルを同じくすることが重要≫ 

教職員自己評価とは、「個々人が学校を評価する」のではなく、校長の学校経営

方針・自己評価シートに掲げられた課題や学校運方針を念頭に、その課題解

決のために、「自らがいかに職務を遂行できたか、自分を評価する」もので 

す！ 



    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

★学校関係者評価 

（１）自己評価を評価する「学校関係者評価」 

      ① 自己評価の客観性・透明性を高める 

    ② 学校・家庭・地域社会が共通理解し、連携協力により、学校経営の改善に資する 

      ③「コミュニケーション・ツール」 

  

  

（２）主体的・能動的な評価活動 

    ① 「学校関係者評価委員会」による評価⇒五小では、学校運営協議会の委員が兼ねて 

    いる。 

     ② 従来から行われている「保護者アンケート」や「児童生徒のアンケート」等は、 

   「自己評価」の客観性などを担保する副次的な評価 

★ 

８ 改善方策の公表と説明責任 

（１）結果及び改善方策の公表 

  ① 結果の公表にとどまるのでなく、今後の改善策まで言及する  

   ② 保護者・地域の方々からの理解と連携の強化に努める 

    

（２）家庭・地域へ広く公表 

  ① 一部の方面にのみ説明するのではなく、広く公表する姿勢を持つ 

  ② 保護者、地域の方々に公表できる方法を複数用意することが望まれる 

★ 



                                  

令和６年１１月７日 

 保護者 様 

家庭数配付 

                               朝霞市立朝霞第五小学校                                             

校 長  三 好  正 浩 

 

 

保護者アンケートについて（お願い） 

 

 晩秋の候、保護者の皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、 

日頃から、本校の教育活動にご支援を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 さて、本校では、目指す学校像を「笑顔あふれる元気な朝霞第五小」として掲げ、

日々の教育活動に取り組んでおります。今年度も、子供達の学びが充実するよう、教

職員で知恵を結集して考え、多方面でご支援を賜りながら、教育活動を進めてまいり

ました。今後も、子供達にとって質の高い教育活動をすすめていくにあたり、保護者

の皆様と連携・協力していくことを目的としてアンケートを実施いたします。下記の

とおり、ご回答にご協力いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 回答期間  令和６年１１月７日（木）～１１月１５日（金） 

 

２ 回答方法  GoogleフォームによるＷＥＢ回答 

        ※ 回答は、各家庭１回でお願いいたします。 

 

３ 回 答 先  右記ＱＲコードから回答をお願いいたします。 

         

４ そ の 他 

 （１）朝霞市では、学校ごとに項目を設定し、教育活動の現状に沿ったアンケート

内容で実施できることとなっています。 

 （２）お仕事や家庭のご都合により、来校する機会が少ない方もいらっしゃるかと

思います。わからない質問については、無理に回答せず、無回答でも結構で

す。 

 （３）tetoruけやきメールにて、URLを送信いたしますので、そちらから回答いた

だくこともできます。 

 

保護者アンケートＱＲコード 



No. 評価項目 よくできてい
る

できている
あまりできて

いない
できていない

1

　お子さんは、進んで学習に取り組んでいまし
たか。

2

　お子さんは、友だちを思いやる気持ちをもっ
て過ごすことができていましたか。

3

　お子さんは、タブレットを使って学習を深め
ることができていましたか。

4

　お子さんは、学校やクラスのきまりを守っ
て、落ち着いて生活することができましたか。

5

　お子さんは、時間を守って生活することがで
きていましたか。

6

　お子さんは、家庭のほか、先生や友達、お客
さんにしっかりあいさつすることができていま
したか。

7

　お子さんは、忘れ物をしないで生活できまし
たか。

8

　お子さんは、楽しく学校に通うことができて
いましたか。

9

　学校は、保護者に出す文書（たより等を含
む）や連絡メールは分かりやすく、ホームペー
ジを充実させるなど、家庭との連携を図る努力
をしていましたか。

10
　学校は、お子様の不安な事や悩み事に対して
適切に対応していましたか。

11
　お子さんは、去年よりたくさん本を読んでい
ましたか。

12

　お子さんは、健康でいられるように運動した
り、規則正しい生活を送ったりすることができ
まていましたか。

13

　自由記述

令和６年度　保護者アンケート



No. 評価項目 よくできて
いる

できている
あまりできて

いない
できていない

1
　あなたは、授業中、先生の話をよく聞いて、
進んで学習に取り組もうとしましたか。

2
　あなたは、友だちを思いやる気持ちをもって
過ごすことができましたか。

3
　あなたは、タブレットを使って学習を深める
ことができましたか。

4
　あなたは、学校やクラスのきまりを守って、
落ち着いて生活することができましたか。

5
　あなたは、「チャイム前着席」など、時間を
守って生活することができましたか。

6
　あなたは、先生や友達、お客さんにしっかり
あいさつすることができましたか。

7
　あなたは、忘れ物をしないで生活できました
か。

8
　あなたは、学校に楽しく通えましたか。

9
　あなたは、家庭学習や宿題にしっかり取り組
むことができましたか。

10
　あなたは、悩みや心配ごとを、学校の先生に
相談することができましたか。

11 　先生方の授業は、分かりやすかったですか。

12
　あなたは、無言清掃にしっかり取り組むこと
ができましたか。

13
　あなたは、去年よりたくさん本を読むことが
できましたか。

14
　あなたは、健康でいられるように運動した
り、規則正しい生活を送ったりすることができ
ましたか。

令和６年度　児童アンケート

年　　　　組　　名前　　　　　

★そのほか、何か先生につたえたいことがあったら、うらにかいてください。



No. 評価項目 A～D
自己評価の評価規準

★校長自己評価シート項目から 自己評価
学校関係者

評価

1
　学校教育目標、学校経営方針を理解して教育活動に当たりましたか。

2
「目指す教師像・児童像」の達成を意識して教育活動を行いましたか。

3
  校務分掌の配置は適切であり、機能しやすく構成されていましたか。

4
　会議時間の削減やペーパーレス化など、従前の働き方を改革する意識を
もって業務にあたりましたか。

5
　死角となる箇所や瑕疵のチェックなど、施設・設備の整備を適切に行い
安心・安全な教育活動を行うことができましたか。

6
　個人情報の管理（持ち出し、取扱い）を適切に行っていましたか。

7
　年度当初に校長が示した「服務に関する基本姿勢」に則って服務の厳正
に努めたか。

8
　在校等時間を意識し、効率の良い働き方ができるように努めることがで
きましたか。

9

「個別最適な学び」「協働的な学び」を一体的に行うことで、「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことができましたか。

10
　児童の実態に応じて、一人一人の基礎的・基本的な学力の伸びを意識し
た指導・支援を行うことができましたか。

11 　年間指導計画に沿った授業を行うことができましたか。

12
　タブレット端末やICT機器を活用した授業改善に、積極的に取り組みま
したか。

13
　道徳教育について、毎日の教育活動全体を通じて行うことができました
か。

14
　特別の教科道徳について、「考え、議論する道徳」の実現に向けた授業
を実践することができましたか。

15
　特別支援教育への正しい理解と認識を深め、発達に課題がある児童に対
して適切な支援を行うことができましたか。

16 　校内研修の回数や内容は充実していましたか。

17
　学校課題研究にブロックや学年で協力して取り組み、研修と修養に励み
ましたか。

18

　いじめ防止対策推進法に基づいていじめを認知し、解消までの見届けを
適切に行うなど、学校・学年全体で組織的に対応することができました
か。

19
　新規不登校児童を出さない取組を充実させたり、継続不登校児童への適
切な支援を行ったりすることができましたか。

20
　生徒指導や教育相談に関わる諸課題の解決に当たって、保護者や地域、
関係諸機関との連携を適切に行っていましたか。

21
　児童は五小「生活のきまり」や「学習のルール」を守り、規律ある態度
を身に付けていますか。

22

　五小「生活のきまり」や「学習のルール」に則った指導を行い、児童に
発達段階に応じた規律ある態度で過ごさせることができましたか。

23
　体育の授業や外遊びに、意欲的に取り組む児童を育成することができま
したか。

24
　児童の体力（跳躍力、持久力、投力）を向上させる取組を行うことがで
きましたか。

25
　地域や保護者への情報発信を積極的に行うなど、開かれた学校づくりに
努めましたか。

26
　コミュニティ・スクールとしての学校運営協議会の取組を理解しました
か。

27
　学校・学年教育目標などの各目標が生徒・保護者に理解されるように努
めましたか。

28

　安全指導や学習指導などにおいて、三中や地域やPTA、外部の人材を積
極的に取り込み、地域とともにある学校づくりに努めましたか。

29 　タブレットを活用しながら情報モラル教育を積極的に行うことができま
したか。30 　授業や諸活動で、学校図書館を活用できていますか。

31
　人権に関する様々な諸問題についてその諸問題への正しい理解と認識を
深め、児童の人権感覚を育成することができましたか。

32
　児童や職員同士、来校者とのあいさつを率先して行うことができました
か。

33

　学校行事や学級経営、授業を充実させることにより、全教育活動をとお
して児童の自己肯定感・自己有用感を育成することができましたか。

34 　無言清掃の指導を徹底して行うことができましたか。

評価領域

Ⅲ
　
特
色
あ
る
取
組

①学校の組織運営
　危機管理
　業務改善

・学校経営方針
・校務分掌組織
・適所への適材配置
・職員会議等の運営
・予算の執行・決算、
　監査等
・保健計画、安全計画
・環境衛生の管理
・健康観察、安全点検
・緊急事態発生時の対応
・危機管理マニュアルの
　作成・活用
・情報規定と持ち出し規則

④体力向上 ・新体力テストの結果分析
・体育好きな児童の育成
・技能向上のための取組の工夫

⑤地域とともにあ
　る学校づくり

・学校情報の発信
　（学校HPなど）
・学校公開・授業参観
　　　　　・個人面談の実施
・充実した学校運営協議会
　　　　　　　　　　の実施
・地域、三中学校区間連携
・ＰＴＡ活動の活性化

⑥特色ある教育活動 ・本校の特色ある教育活動に関
　わる項目
・昨年度の学校評価を踏まえた
　課題への解決

②基礎学力の定着
　道徳教育
　令和の日本型教
　育の実践
　特別支援教育
　研究・研修

・指導計画の立案
・主体的・対話的で深い学びの
　視点に立った授業改善
・個別最適な学びの実践
・指導方法の工夫と改善
・評価、評定の工夫
・タブレット端末の活用促進
・道徳科と各教科との関連
・道徳的実践力の育成
・家庭、地域社会との連携
・特別支援教育の理解と推進
・通常学級との交流
・教員の資質向上

③生徒指導
　教育相談
　規律ある態度

・学級活動、学級経営
・組織的な生徒指導
・問題行動への対処
・教育相談、生徒理解
・いじめ防止対策
・個別の指導計画、支援計画
・諸機関との連携
・不登校対策委員会など
　　　　校内支援体制の整備

Ⅲ
　
地
域
連
携

Ⅰ
　
円
滑
な
学
校
運
営

　
　
　
　
・
教
育
目
標
の
具
現
化

Ⅱ
　
学
力
向
上
・
豊
か
な
人
間
性
・
健
康
・
体
力
向
上
を
養
う
教
育
活
動

令和６年度　教職員自己評価








